スタッフ研修と後藤総一郎元館長 by 高橋,美子
書架整備 も、当時は 目標 の一つ として検討 され てはいたものの、予算上の
問題か ら実現の見通 しはたっていなかったため、閉架本の乱れを解決する
手段 ・方法な ど私が持ち合わせてい うわ けもな く、不安を抱えたままの説
得であった。そこで、書庫開放の 「見返 り」 として、この学生による書架
整備の予算獲得に館長のお力を拝借することを、館員説得 の材料に使わせ
ていただいた と記憶 してい る。だが後藤先生は、私から 「見返 り」を突き
つけるまでもなく、現場 に要望を出され る前提 として、予算獲得のために
ご自身が努力す るこ とを既にお考 えだったのである。 このことは、間もな
く業務委託費 として認め られることになったこ とが何 よりも如実に物語 っ
ている。私が後藤先生にご指導いただいた期間は僅 か2年 に過 ぎないが、
先生に絶大なる信頼 と尊敬 申し上げる所以は、まさに、この 「有言実行」
である。
私事で誠に恐縮ではあるが、数 ヵ月後には42年 間の職員生活 にピリオ
ドを うつ者 として、後藤先生にご指導いただく機会を与えられ たことは、
何物に も優 る幸せであった と述懐 してい る次第である。





くもない。「人生、古(い に しえ)よ り、誰か死無か らん」、死は等 しく誰に
も訪れ ると観念で捉 えていても、智慧を問 うて尋ねるべき人がいなくなっ
て しまったことは本 当に寂 しい。図書館 にとって、明治大学の学生たちに
とってどれだけかけがえのない教育者、指導者 を失った ことか。経世済民
の志を持 ち、 「学問 とは本を読むこ とであ り、学問をす ることで世の中を
変 えてい くことができる」 との信念を持ってお られた先生は、図書館 とそ
寧たかはし・よしこ/図書館事務部総合サービス課
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こにある図書の重要性 をよく知ってお られ た。ゆえに現代 における図書館
の存立の危 うさも十分に認識 してお られたのである。そのことをあらわす
一つの事件がある。新 図書館の名称問題である。
1996年5,月 、後藤先生の図書館長就任 当時、新図書館(2001年3,月 開
館)の 建設が進行 中で、新図書館 の名称について図書館内でも喧喧誇謬の
議論 が繰 り広げ られていた。IT化 が急速に進 んだ1990年 代を通 じて、新
しく開館 レた大学図書館では学術情報セ ンター とい う名称 を採用する とこ
ろが多 く、明治大学図書館 でも 「学術情報センター」案が有力であった。`
しかし、後藤先生は書物の国である中国の史書や大化の改新以来の 日本の
歴史か ら 「図書」とい う言葉 の持つ歴史的意義 とその普遍性 をあげられて、
図書館の名称 を残す ことを穏やかに、 しか し、きっぱ りと主張 された。
その後、学内諸機 関の承認を経て、新図書館 の名称は120年 余の伝統を
受 け継ぎ、さらにその歴史的意味を後世に伝えるべ く、'「明治大学図書館」
と決まったのである。一時の流行や空理空論に流 されず、常に歴史を振 り
返 りなが ら物事 を考え、後に続 く人たちに根幹 となる思想 を残 してい くと
い う先生の姿勢は、先生が一生をかけて追求 された 「常民の学問」の手法
を思い起 こさせ るものであった。それはいたず らに現在 の事象 に左右 され
るのではな く、歴史に学び、将来 を見据 えるとい う学問の姿勢である。
「学術情報セ ンター」とい う名称の中には、定義 の曖昧な 「情報」は
あっても 「図書」の姿は見えない。 「図書」 と 「情報」は同じではない と
先生はよく仰 っていた。「学問 とは本 を読む ことである」 とい う信念 を持
つ後藤先生の哲学が、明治大学に 「図書館」 とい う名称 を残 したことは当
然 といえば当然である。古来、個人の名前 にはその人の霊が宿 るといわれ
るよ うに、建物の名称にもそれを動かす人々の思想 が宿 るのである。
先生は図書館長に就任 されるとまず、「眠っている図書館に 『哲学』を!」
(後藤総一郎 「知の循環体系の着手 と展望」、『明治大学図書館 報』第65号
1999.3)吹 き込むべ く、直ちに三つの基本的な知の循環体系を提示 された。
それは 「蔵書の個性的形成」、 「閲覧サー ビスの拡充」、「研修の充実」で
ある。内容は、『図書館報』第65号 に詳述 があ るので参照 していただき
たい。先生はこの三つの基本的な知の循環体系を実現するべ く図書館全体
(図書館員、図書委員等の教員、そ して利用者)を 巻き込みなが らその一つ
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一つ を次々と形 にしていかれたが、政策実現のための問題提起 と討議の場
が図書館 スタ ッフ研修であった。
スタッフ研修は、 「図書館の改革 と活性化をめざす こと」(第1回 図書館
スタッフ研修記録、1995.12)を その 目的 として、館長、副館長、各学部 の
図書委員(以 上教員)、図書館事務部長以下図書館管理職及び管理職補佐 で
ある副参事か らなる研修である。第1回 は1995年12月 に開かれ、最新の
第16回 は2003年12月 に開催 されてお り、既 に9年 の歴史 を持つ研修 で
ある。その間、館長は4人 代わったが第1回 か ら参加 している図書館員 は
大野、高橋の2名 だけになって しまった。
第1回 スタッフ研修 当時の 「図書委員会議事録」(1996.2.6)を 見 ると、
報告事項の中に研修の開催 日と討議テーマ を羅列 した5行 ほどの記録が残
るだけで、設 立の経緯 などは一切記 されていない。スタッフ研修後 に刊行
された 『明治大学図書館報』(第56号 、1996.4)に も関連する記事 はない。
同館報末尾掲載 の 日誌 に 「1995年12月14日 スタ ッフ研修」 と記 されて
いるだけである。ただ、1995年12月 といえば新図書館建設が決定 し、図
書館の将来計画に向けて現状の問題点 とその解決策が早急 に求められてい
る時期であ り、教員 と職員が共に問題 を共有 し、討議する場が必要である
との判断で設立 され たのではないか と思 う。
第1回 の研修テーマは、①開館 日数 と開館時間 ②職員 の充実 ③利用
教育 ④ 図書館の将来像で、参加者は16名 であった。私 も副参事 として参
加 したが、職員が館長や副館長、図書委員 とい うよ うな図書館政策 に関わ
る教員 と対等の討議 の場 を持つのは初 めての経験であ り、画期的な会が始
まったとの印象はある。ただ し、長年の経験 からスタ ッフ研修での討議や
『その結果が
、その場限 りの報告で終わらず に、政策実現のために継続 して
審議 され、それが現場にフィー ドバ ック されるか との不安はあった。調査
や資料収集 に時間をかけ、さらに綿密 な討議 を経て報告書を提出 しても部
長預か りで止 まって しま うこともあったか らである。
そ こを大きく変えたのは後藤先生であ る。先生はスタッフ研修 を政策実
現 のための実務的な問題提起 とそのための討議 の場である と定義 し、そ
こで討議 されて図書館に とって必要であるとされた課題 は、提起者 を中心
としてスタッフを集 めて実現のための方法論=戦 術を詳細に練っていかれ
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た。必要 とあらば、先生ご 自身 で大学 とのシ ビアな交渉 も全 く厭われ るこ
とはなかった。 とくに図書館内外か ら問題は指摘 されなが らも、長年の慣
行 の中で中々手を付 けられないでいた 「図書予算配分の見直 し」は後藤先
生の緻密な作戦が功を奏 した ものであ り、この ことが現在 にいた る明治大
学図書館の 『蔵書の個性的形成』実現の端緒 となったことは忘れてはな ら
ない。
後藤先生がスタ ッフ研修 に参加 されたのは、1996年ll月 開催の第2回
か ら、1998年10月 に リバテ ィタワー23階 伊藤紫紅ホールで行われた第
6回 までであ り、その問わずか2年 しかない。 しか し、この2年 の間にス
タッフ研修で取 り上げ られ 、そ こで作 られた土台は これからの明治大学図
書館100年 の土台 となるものになった。蔵 書の個性化 、図書予算配分の
見直 し、新刊書の迅速提供、学生の書庫入庫の実施、図書館紀要の発行、
明大出版部の再建、司書課程の創設、図書館活用法の設置、図書館史の編
纂、和泉図書館で1、2年 生 を対象 として、著名 な作家や文学者 を招いて
読書の楽 しみを語 り継 ぐ、 「著者 と語 る」の企画等々、これ らはすべて先
生の知の循環体系の一環の中で生まれたものである。先生はスローガンを
掲げるだけでなく、これらを実施 し、あるものは時節を待ちなが ら準備を
進 められ た。私が後藤元館長 を明治大学図書館120年 の中興 の祖 と考え
る所以である。その後藤先生が退任後あま り時間をお くことな くこの世を
去 られたことは惜 しんでも余 りある損失である。退任後 もす ぐに明治大学
120周 年記念イベ ン トの実行副委員長 として身体を張って全身で取 り組ん
でお られた。 ご尊父、そして先生ご自身も学ばれた明治大学 を心か ら愛 し
てお られたのだろ う。
図書館改革で我々を引っ張 り、息つ く間 もなく明治大学120周 年記念イ
ベン トで全力 を尽 くされた ことが先生の寿命を縮めたのではと思 うことが
あ る。大事 には至 らなかったが、先生が脳梗塞で倒れたのは2001年 秋の
120周 年記念イベン トを成功 させ て後、年が明けて間もなくのことである。
この年 の9月 には悪性 リンパ腫で入院 され、再び大学に帰 られ ることはな
かった。先生には本望かもしれないが、残 され た者 の悲嘆は尽きない。私
たちが先生に報いることは、図書館の歴史を振 り返 りなが ら、現状を常に
検証 してい くことしかない。始めは どんなに素晴 らしい試み も時間が経つ
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うちに形骸化 した り、新たな問題 が発生す ることは図書館に限った ことで
はないか らである。組織に とって 日常的な検証 と見直 しは必須であ り、場
合に よっては破壊 と再構築も必要である。後藤先生 もきっとそ う言 われる
で あろ う。
今回の紀要では、後藤先生が標榜 した 「知 の循環体系」の整備 と充実に
関 つた方々の報告 が掲載 され るので、先生がスタ ッフ研修で取 り上 げられ
た個々の討議 内容はここでは述べない。皆 さんそれぞれが先生 と関つた印
象 を述べ るか らである。
最後 に、先生は、強い リーダーシ ップを持つ人であったが、決 して強権
的な上意下達型の リーダーではなかった。 土台にあるのは暖かな人柄で、
細やかな心配 りができる人であった。スタッフ研修でも人の話をよく聞き、
話の要点をま とめるのが頗る上手であった。 中途半端 な理解で物事を進 め
た り、生半可 な知識を振 りか ざす人間を嫌った人でもある。予算配分の見
直 しの件 で学部長懇談会 に担 当図書館員 を連れ て行 って説明 させた よう
に、餅は餅屋 を信頼 して任せ ることのできる人であった。有能 なリーダー
で あった と思 う。だか らこそ学内外を問わず多 くの人か ら信頼 され たのだ
ろ う。まさに 「後藤 さんが言 うな ら」である。人を動かすのは誠 実な人間
性である。明治大学において、また明治大学図書館において も不世出の教
育者であ り、 リーダーであり、骨太 な明大人で あった。
常民大学と図書館員
平 田 さ く ら*
明治大学で後藤総一郎先生を主宰講師 とす る 「明治大学柳 田国男ゼ ミ
ナール」が開講 したのは1996年12Aの ことで した。同年4月 に後藤先生
が図書館長 に就任 したのをきっかけに、明治大学職員 を中心 とした柳 田国
男の勉強会を開講する運び とな り、図書館職員、博物館職員を中心に当初
14名 でスター トしたものです。
摩ひらた ・さくら/図書館事務部総合サービス課
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